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　今月は、病気で外出が困難な利用者さんが訪問看護やほかのサービスを利用し、「花
見」に行くことができた事例をご紹介します。

　Ｋさんは、40歳未満のため、介護保険のサービス
が利用できません。そこで、相談員が相談に乗り、
障害者総合支援法によるサービスなどを計画してい
ます。
　また、治療方法が確立していない難病の支援には
担当の保健師がおり、療養相談などの支援をしてい
ます。

　Ｋさんは、念願の「新城さくらまつり」に参加して、満
開の桜を楽しむことができました。また、食べたかった唐
揚げも、一つおいしく召し上がることができました。
　来年も「新城さくらまつり」に参加する予定で、今から
楽しみにされています。

　自宅での療養生活が落ち着き、口から少し食事を食べられるようになったＫさん
は、訪問看護師に「桜がみたい。出店の唐揚げが食べたい」と希望され、主治医か
ら許可されました。そして関係者が連携し「花見」の計画を立て、実行しました。

【保健師】
　Ｋさんとご両親の希望
を聞いて、計画を練り、
関係者への連絡係を引き
受けてくれました。

【相談員】
　介護タクシーの
手配や、当日の
ベッドから介護タ
クシーへの移動を
手伝ってくれ、花
見も同行してくれ
ました。

【介護タクシー】
　当日、ベッドから車への移動を
手伝ってくれ、自宅から桜淵まで
安全に送り届けてくれました。

【訪問看護師】
　担当の保健師にＫさんが「花見」を希望しているこ
とを伝えました。
　当日は『長時間の訪問看護』として花見に同行し、
出掛ける前から帰宅後までの体調管理をしました。

外出が困難なＫさんと『新城さくらまつり』に行きました

Ｋさん
・20歳男性　　・難病
・医療保険で訪問看護を受けている
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　作手地区で、農業研修生として勉強されている松本さんにインタビュー。
　インタビューに伺った日はトウモロコシの苗の植え付け中で、広大な農地に、
等間隔で一つひとつ丁寧に苗を植え付けていく様子は、実直な松本さんの性格
を表している気がしました。
　松本さんは大学卒業後、生花市場で勤務され、早いときは午前３時から働い
ていたそうです。特に５月は、母の日を控えとても忙しかったそうで「当然
ゴールデンウィークはありませんでした。稼ぎ時ですから」と、当時のことを
懐かしんでいました。農業の道を選択したのは、市場で勤務していたときから、
いつか自分でも何かを育てたい！そうした気持ちが形となったためです。
　現在は、作手地区で一人住まいの松本さん「目下、料理を勉強中です」。
　今後、栽培した野菜を使った体に優しいレシピが増えそうですね(*^。^*)
シカ現れる!!
　岡崎市出身の松本さん。こちらに来て驚いたのは、野生のシカに出くわした
ことだそうです。今度は、何に出くわしますかね。　サル？　キツネ？それと
も…新たな出会いがあるかもしれませんね。

氏 名・年 齢

松本　晃昌（27歳）

野外活動

まつ もと          あき まさ

趣 味

農業など協力してくれる人
理想の女性

TEL企画政策課　　23‐7621　　kikaku@city.shinshiro.lg.jp問 本 em

　医療保険での訪問看護
は、１回90分までと決まっ
ています。しかし、国が定
める医療依存度の高い状態
の方には、90分を超える訪
問看護が認められていま
す。長時間訪問看護は、体
調の管理だけでなく、外出
支援や家族支援なども対象
です。詳細は訪問看護ス
テーションへお問い合わせ
ください。

医療保険での
長時間訪問看護

　Ｋさんは、病気が徐々に進行し、現在、自分一人で起き
上がることができません。病院の受診以外は自宅で過ごさ
れ、身の回りのことすべてに支援が必要です。
　食事や水分がうまく飲み込めず、繰り返し肺炎を起こす
ため、栄養は胃ろうから注入しています。
　週１回の訪問看護では、体調管理や胃ろうの管理、排便
コントロール、口腔ケアや飲み込みの訓練をしています。
ほかには、訪問診察、訪問歯科医・歯科衛生士、訪問リハ
ビリ、訪問入浴などのサービスを利用しています。

アライアンス会議準備室　　23‐7696　　newcastle@city.shinshiro.lg.jp問 emTEL本

オペラ歌手が市長に
　今回はニューキャッスルの加盟都市、スロバキア・ノヴェザムキー（Nove Zamky）を
紹介します。ノヴェザムキーはスロバキアの西部に位置する、人口約41,000人の町です。

　特筆すべきは市長、オトカール・クライン氏です。彼は政治家になる前に、オペラ
歌手として音楽界で活躍していたんです。彼は音楽学校で学んだあと1999年にプ
ラハの国立劇場でデビューし、ソリストとして「セビリアの理髪師」「アルジェのイタ
リア女」などを歌いました。そんなオペラ歌手の市長が率いるノヴェザムキーと新
城市は交流しています。
　2018年、ニューキャッスル・アライアンス会議で彼のオペラを聴くことができる
かもしれませんね。

　スロバキアは人口約540万人で北海道の人口と同じくらい、
国土の面積は九州と沖縄をあわせたほどでの広さです。
　1993年にチェコとの連邦を解消し、スロバキア共和国とし
て独立し、2004年にEUに加盟しています。

オトカール　クレイン氏
（Otokar Klein）

※きらっと輝く「輝男☆輝女」コーナーに掲載を希望される独身男女を募集しています。
　お気軽にお問い合わせください。


